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　　民間園の児童一人当たりに市が

　負担する経費

　　１２０人定員の施設（認定子ど

　も園）を建設する場合に市が負担 約６千６百万円 約２億８千９百万円

　する経費

　　１２０人定員の施設（認定子ど （国や都の補助がないため）

　も園）を建設する場合に市が負担

　する経費（児童一人当たり）

６千６百万円÷１２０人≒

　　１００人定員の民間保育園を建

　設して、１年間保育した場合に、

　市が負担する経費

 (９７万円＋５５万円)×１００人≒

約１２８万円

平成２９年５月１６日

子ども家庭部保育課

民営化による財政効果（案）

１ 約１億５千３百万円

５
２園民営化で、

待機児童100人分を解消するのと
同じぐらいの経費が生み出せる…

約１億５千２百万円

　　２園民営化した場合の財政効果

３
もし、直営のまま
建替えたら

※民間の４倍以上・・・

４ 約５５万円

２ 約９７万円 もし、直営だったら
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１　サービス拡充に対する対応 　２　サービス拡充等による人員配置【平成３２年度～】

小金井

○

①　障がい児保育の拡大及びアレルギーの

　ある児童に対する対応

②　入園している要保護児童及び入園児童

　が要支援家庭の場合の同家庭への対応

③　民間保育所等に対する対応

④　地域子育て支援機能の充実

⑤　休日保育の実施

⑥　延長保育の更なる延長

⑦　一時預かり保育(緊急含む)の拡大

 ⑴委託検証

注）民間園に対しては、園の実情に合わせて対応をお願いする。  ⑵指導検査対応 看護師・正規１を配置

 ⑶拠点園２園（小金井・けやき）のサポートなど 栄養士・正規１を配置

※　平成３６年度以降については、別途協議としたい。

H29 H32 差引 H29 差引 H29 H32 差引

2 2 ±0 2 +4 3 9 +6

1 1 ±0 1 ±0 1 1 ±0

16(+非短1) 17 +1(△1） 16(+非短1) +1(△1） 22(+非短3) 24 +2(△3)

(非2) 1 +1(△2） (非2) +2(△2) (非3) 3 +3(△3)

1(+臨2) +1(△2) 1(+臨2) 2 +1(△2)

+1 1 +1

17
(+非3)

19 +2(△3)
18

(+非3+臨2)
+5(△5)

24
(+非6+臨2)

31 +7(△8)

1 1 ±0 1 ±0 1 1 ±0

1 1 ±0 1 ±0 1 1 ±0

2(+非2) 3 +1(△2) 2(+非2) +1(△2)
2

(+非3+臨1)
4 +2(△4)

(非1) (非1) ±0

(非1) (非1) ±0 (非1) ±0 (非1) (非1) ±0

あり あり ±0 あり ±0 あり あり ±0

注）非短＝短時間非常勤、非＝フルタイム非常勤、臨＝臨時職員 注）非短＝短時間非常勤、非＝フルタイム非常勤、臨＝臨時職員 注）非短＝短時間非常勤、非＝フルタイム非常勤、臨＝臨時職員

サービス拡充内容及び人員配置（案）
平 成 ２ ９ 年 ５ 月 １ ６ 日

子 ど も 家 庭 部 保 育 課

保育課内

保育士

①　障がい児保育の拡大及
　びアレルギーのある児童
　に対する対応

年齢の撤廃と定員増
（定員に対し３：１）

正規１増で定員２→６人

②　入園している要保護児
　童及び入園児童が要支援
　家庭の場合の同家庭への
　対応

子ども家庭支援センター
をはじめとする関係機関
との連携強化

○ －
正規１増で定員３→９人 ○

H32以降
別途協議 ○

公立園 民間園
職種 内容 対応 けやき

○ ○
③　民間保育園に対する対
　応

特定地域型保育事業者等
（小規模保育・家庭的保
育・保育室・保育ママ）
への支援など

エピペン対応や関係機関
との連携強化

(定員拡充正規化分で対応) ○ ○

○ －

○ ○

○
栄養士 ○

３　各園の人員配置

○

H32以降
別途協議 －

保育士 保育士・正規１を配置 ○
看護師

H32以降
別途協議 ○ ④　地域子育て支援機能の

　充実

保育園未入所児童（家
庭）に対する体験保育の
実施など

○

②～④で正規１増

○ ○
○

わかたけ保育園 小金井保育園 H32 けやき保育園

障がい児保育の定員 障がい児保育の定員 6 障がい児保育の定員

障がい児
保育(①)

2
障がい児
保育(①)

園長

保育士

園長 1

保育士一時保育 2

看護師 看護師 1 看護師

栄養士 栄養士 1 栄養士

一時保育

サービス拡充
(②～④）

1
サービス拡充
(②～④)

保育士　計 保育士　計 23 保育士　計

保育士

園長

通常 通常 17 通常

障がい児
保育(①)

特例パート 特例パート あり 特例パート

通常

突発要員 突発要員 突発要員

用務 用務 (非1) 用務

給食調理
通常

給食調理
通常 3

給食調理
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子ども家庭部保育課 

 

保育園職員配置案（H29→H32） 

 

１ 保育士 

  ９３人 → ７４人（保育課配置１人とサービス拡充４人を含む）（△１９人） 

 【△１９人について】 

●任期付満了 １３人 

   ●残る     ６人（育休者への対応として、２人×３園に配置予定） 

    → ただし、今後の普通退職・再任用希望等によっては６人から減となる。 

 

２ 看護師 

  ５人 → ４人（保育課配置１人含む）（△１人） 

 【△１人について】 

   ●保健師１人を他課へ異動 

 

３ 栄養士 

  ５人 → ４人（保育課配置１人含む）（△１人） 

 【△１人について】 

   ●任期付満了  １人 

 

４ 給食調理 

 正 規：１１人 → １０人（△１人） 

  非常勤：１０人 →  １人（△９人） 

 【正規△１人について】 

   ●小学校給食へ １人 

 【非常勤△９人について】 

   ●平成３２年３月で雇用終了 ９人 


